














An Attempt for Experimental Use of Debate in Environmental Education


































































































































のうち，筆者は４回分（2011 年 11 月 22 日，11 月 29 日，





計 26 名である．主専門として理科（11 名）を専攻す
る学生が最も多く，技術，情報（各 3 名），英語，国
























































① 第１回 （2011 年 11 月 22 日）
・ ガイダンス（授業の目的，内容，スケジュールの説明）．
















④ 第４回 （2011 年 12 月 13 日）
・ ディベートマッチの実施．
　第１試合　A 班 vs B 班（審判 C 班・D 班）




② 否定側 立論（３分）（パワーポイントを使用）　　 
　【作戦タイム（３分）】
③ 否定側 質問（１分）→　肯定側 応答（２分）
④ 肯定側 質問（１分）→　否定側 応答（２分）        
⑤ 否定側 反駁（反論）（３分）
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表３． ディベート判定表
評価項目（評価の参考・目安・基準）    肯定側     否定側








































































































































　受講生 26 名のうち 20 名がレポートを提出し，その







































































































































封状況 － 2004 年～ 2009 年の発見情報をもとに－． 
公衆衛生情報みやぎ，412, 13-16.
芳山三喜雄 2010．世界におけるミツバチ減少の現状
と欧米における要因．ミツバチ科学，28, 65-72.
